
金型設計から製品加工まで、一貫生産体制を 実現。
母体である日比野工業株式会社と、子会社である日生工業株式会社をあわせて、

私たち日比野グループは注文をいただいてから設計・鋳造・加工に至るまで、

すべてを担うトータルシステムを備えています。

この生産体制は、ISO9001を取得し、確かな品質とコストダウンを実現するだけでなく、

最終製品の多様化、高性能化にもフレキシブルに対応しています。

製品の形のもととなる鋼鉄製
「金型（ダイス）」の設計図を作
図します。専門のセクション
が、3次元CADを駆使して、
綿密な設計図を作成。現場は
完全なコンピュータ化で管理
されています。また、ここでは
見積り設計も承っています。

徹底した品質管理のために、
鋳造に入る前に試作品の検査
を行います。ここでは、3次元
測定機という検査機器を導
入。試作品を、あらゆる方向か
ら試験検査しています。この
過程に力を注ぐことで、ミス
を防ぎ、コストダウンに繋げ
ていきます。

現在当社で行っている鋳造の
方法は、大きく分けて3タイプ。
主力である「ダイカスト鋳造」
と、「砂型鋳造」「金型鋳造」で
す。いずれも、蓄積された豊富
な経験とノウハウ、適確な設
備投資によって高品質をキー
プ。製品仕様によってお客様
に最適な材料と鋳造方法をご
提案しています。

ここでいう仕上げとは、次の
機械加工に入る前に製品を整
えるという作業を指し、プレ
スする方法と研掃機を使用す
る方法、手作業の3タイプが
あります。プレス機や研掃機
を効率よく使い、最後に手作
業で一つひとつ細かな形状を
整えることがほとんどです。

鋳造された成形品をユーザーのニ
ーズにあわせて精緻に加工する、
切削加工。NC旋盤、NCフライス
盤。さらには加工専用機など高性
能機器を各種完備。機械設備の充
実に加えて、経験豊かなベテラン
スタッフを配置しています。

照射式Ｘ線発生装置、分光分
析機、マイクロメーターなど
の検査機器を積極的に導入
し、全品を対象とした部品検
査を徹底して、信頼される品
質の安定を図っています。

設計と製造ラインがコンピュータで連動
しているため、設計図どおりの金型が確
実に製作できます。高熱アルミ溶湯を流
し込むものだけに、金型の質は重要。マシ
ニングセンター、NCマシンなど最新鋭の
設備機械を導入し、特殊鋼材の切削作業
から組立試作の完成まで一貫した作業体
制で進めます。

アルミ製品づくりの最終工程、表面処理。当社で
は、独自に開発したバレル研削法を導入。ショッ
トマシンでダイカスト製品にワイヤーカットを
吹きつけ、下地を取ってバレル機に入れ、高震動
のスチールボールで研磨して仕上げるというも
のです。この方法だと成形品の形状にかかわらず
処理できるうえに、従来より高い表面硬度、耐食
性に優れた表面処理を実現します。
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